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Match Preview 試合の見どころ

ヤンマースタジアム長居 １５：３０ KICKOFF

ヤンマースタジアム長居 １８：００ KICKOFF

J-GREEN堺・メインフィールド １５：３０ KICKOFF

J-GREEN堺・メインフィールド １８：００ KICKOFF

提供 （株） マンダム

 ・各会場入場の際に、無料配布しているプレビューをお受け取りください。
 ・ページ内にスタンプが押されている方は試合終了後ゲートまでお越しください。

マンダムプレゼント企画　詳細
－実際に会場で試合を観て、プレゼントをゲットしよう！！－

スタンプが押されていたら、もれなくもらえる！

 ※プレゼントの引き渡しの際に、本プレビューが必要となりますのでプレビューは試合終了まで
    保管していただきますよう、よろしくお願いします。

関西大学 vs 愛知学院大学
　２回戦でＰＫ戦までもつれた試合を制した、関西大の島岡健太監督は、準々決勝に向け「甘さをどこまで追求できる
か、不用意なミスを減らして、普段通り自分たちのサッカーをしっかりすること。倒れるまで走り続けることができるかが
ポイントになる」と話した。中一日の試合で疲労が溜まる中、チーム一丸となって愛知学院大の強力攻撃陣に挑む。
　２回戦の新潟経営大との一戦では５得点を奪うなど、攻撃陣が好調をキープする愛知学院大。今大会の目標である
「のびのびとしたプレー」をしっかりとピッチ上で見せている。境田雅章監督は準々決勝に向け「良いプレーをたくさんし
て、良い意味での面白いサッカーを見せたい」と語った。大会屈指の攻撃陣が関西大を相手に、どこまで点を積み重ね
ることができるのかに注目が集まる。

専修大学 vs 法政大学

Reported by 澤田ゆうき（サッカーなう）

マンダムプレゼント企画

詳しくは、
詳細をご覧ください！

Reported by 関西学連

Reported by 滝口憲洋（読売新聞運動部）

Reported by 風間徹也（読売新聞運動部）

　関東勢同士の対戦で、軍配が上がるのは果たしてどちらか。
　専修大は、２回戦で４得点中３得点に絡んだエースＦＷ仲川輝人（４年）ら攻撃陣が好調。仲川は「中盤より前は全員
が運動量豊富で、攻撃で連動できるのがうちの強み」と自信をみなぎらせる。
　法政大は強豪の大阪体育大を破って勢いに乗る。２回戦でセンターバックの田代雅也（３年）を中心に相手エースＦＷ
を抑え込んだ組織的守備を続けられれば、自然と勝機は見えてくる。

阪南大学 vs 流通経済大学
　２連覇を目指す流通経済大と２年ぶりの頂点を目指す阪南大の好カード。阪南大の攻撃と流通経済大の守備の対決
となりそうだ。
　阪南大は今大会３得点のＦＷ河田篤秀（４年）を軸に２戦10発と絶好調。河田は「相手はどこも格上」と油断はなく、ＭＦ
山口一真（１年）ら流れを変える控えも心強い。
　流通経済大の中野雄二監督は「今年はタフな選手が多い。層が厚く、選手を替えて戦えるのも強み」と自信満々。２回
戦で決勝点を決めたＤＦ田上大地（３年）も乗っている。

青山学院大学 vs 関西学院大学
　青山学院大の宮崎純一監督は「情報不足の中で戦ったが、東海学園大は素晴らしいチームで、速さと鋭さ、運動量で
も負け、先手も取られた。次の相手が何処であろうと、次の戦いには、この教訓を生かしたい。まず運動量を増やして、
ボールを支配できる時間を増やすことが先決。それが出来ないと攻守で主導権を握れない。先手先手とゲームを作る
試合をしたい」と意気込む。
　対する、関西学院大の成山一郎監督は「初戦で固さもあって、思うゲームが出来なかった。FW呉屋を欠いているの
で、途中交代の選手がカギを握ると思っていた。次は呉屋が帰ってくるプラスもあるし、今日の戦いが選手たちにいい教
訓になっていると思うので、生かしたい。呉屋を生かす速い攻撃で先手を取れるゲームをしていく」と意気込む。

好プレーに

ＣＬＡＰ



　薄氷を踏む関西学院大の逆転勝利だった。試合の帰趨は完全
に高知大にあった。後半もアディショナルタイムに入った９０プラ
ス２分、関西学院大は左コーナーキックからゴール前の混戦に
持ち込み、途中交代のMF11,森が千金の同点打を押し込んだ。
息を吹き返した関西学院大は、延長後半４分、右サイドから今度
もゴール前の混戦に持ち込み、これまた途中交代のMF8,浅香が
決勝点を押し込んだ。関西学院大が苦しんだ最大の要因は得点
源FW呉屋（出場停止）の欠場。トップに不動のエースを欠いて、
関西学院大は攻撃のポイントが定まらず、終始、暗中模索の中
でのゲームを強いられる格好になった。加えて高知大の中盤の
チェックの厳しさと速さ、ＤＦ陣の忠実な早い帰陣でチャンスの芽
をことごとく封じられてしまった。しかも先手を取ったのは高知
大。７７分、競ったゲームでは最適の時間帯で、高知大は先制点
を手中にした。左サイドからFW29,勝田がゴール前にフィードした
ボールをMF7,曽根が押し込んだ。優位に立った高知大は、その
勢いを持続させて、関西学院大に攻撃の糸口すら与えず、白星
は眼前にあったのだが、最後で勝利の女神から突き放された。

　レベルの高い関東から勝ち抜いてきた青山学院大の地力勝ち
というべきだろうか。青山学院大は、延長もアディショナルタイム
の1分、自陣ゴール前の混戦からFW17,角宮―MF10,関谷のカウ
ンター気味の攻撃が実って、関谷が決勝点を叩き出した。それま
で耐えに耐えぬいていた東海学園大ＤＦ陣だったが、一瞬の気
の緩みを突かれた痛恨の失点になった。ゲームの先手はこのと
ころ目覚ましい進境を遂げている東海学園大が取った。2列目の
8,中西、11,畑、15,志知のＭＦ陣の動きが素晴らしく、スタートから
青山学院大を再三押し込んで、前半２３分、中西―畑コンビで先
制した。一方の青山学院大は、トップに４人を並べ、機に応じて
トップに飛び出す変則的なシフトで攻撃力を生かす策だったのだ
ろうが、東海学園大の速く、鋭い中盤のプレスに手こずった。目
指す型もなかなか作れず、チャンスの芽を何度も潰された。青山
学院大が同点に追いついたのは６３分。左サイドからMF７,荒木
がドリブルで切れ込んでシュートを叩き込んだ。同点になってか
らも、ゲームの様相は一進一退。ＰＫ戦の可能性が強まる中、青
山学院大が貴重な決勝点をものにした。

高知大学（四国） vs

Match Review Result　＆ Report

青山学院大学（関東４） vs 東海学園大学（東海２）

関西学院大学（関西１）

Reported by 関西学連

Reported by 関西学連

0‐1

1‐0

1 EXT 0

２０１４年８月１１日（月）　１５:３０キックオフ

会場/キン チョ ウスタジアム　天候/晴　入場者数/２９１人

青山学院大学 2 1 東海学園大学

６３分　荒木大吾（伊藤光輝）

１１０+１分　関谷祐（角宮健介）

得点

（アシスト）
２３分　畑潤基（中西健人）

0‐0

1‐1

0 EXT 1

高知大学 1 2 関西学院大学

２０１４年８月１１日（月）　１８:２１キックオフ

会場/キンチョ ウスタジアム　天候/晴　入場者数/６００人

７７分　曽根友祐（勝田一秀）
得点

（アシスト）

９０+２分　森俊介

１０４分　浅香健太郎

（小林成豪）



　関東予選を制して優勝候補の一角と目される専修大が、前回
大会４強の鹿屋体育大を相手に前評判通りの力を見せつけた。
その中心には、Ｊリーグのクラブも注目するエースＦＷ10,仲川輝
人（４年）がいた。
　序盤こそ、相手の出足鋭いプレスに苦しんだ。８分には不用意
なバックパスを中盤で奪われ、カウンターから失点。先制を許し
たものの、仲川は「初戦の硬さから思わぬミスが出たが、今年は
自分たちの良さを出せば必ず点を取れる自信がある。心配や焦
りはなかった」と話す。
　その言葉通り、30分に同点に追いつくと、41分には仲川の左Ｃ
ＫをＭＦ24,中島健太（３年）が折り返し、ゴール前に詰めたＤＦ3,
萩間大樹が押し込んで逆転。43分にはゴール前でパスを受けた
仲川が、相手ＤＦの股を抜く美しいゴールを決めた。後半ロスタイ
ムには、ゴール前のドリブル突破からフリーの味方にパスし、駄
目押し点も演出。３得点に絡んだ存在感は際だっていた。
　試合後、岩渕弘幹コーチは「毎試合のように失点し、攻撃ばか
りに偏ったアンバランスなチーム」と謙遜した。だが、表情から笑
みが絶えることはなく、初優勝を目指すチームの充実ぶりがにじ
み出ていた。

Match Review Result　＆ Report

法政大学（関東６） vs 大阪体育大学（関西２）

　関東学生２部の法政大が、昨冬の全日本大学選手権覇者の
大阪体育大に快勝した。
　法政大は、ＤＦ22,田代雅也（３年）を中心に、大阪体育大の
エースＦＷ10,澤上竜二（３年）を徹底マーク。前線にボールを収
めさせず、ボールを奪うと鋭いカウンターを繰り出して主導権を
握った。
　攻撃では、左サイドのＭＦ6,星雄次（４年）が躍動した。36分、ペ
ナルティーエリア内でＤＦの裏に抜け出し、ＧＫとの１対１を冷静
に決めて先制。その１分後にも、ゴール正面でＤＦの間に入り込
んで追加点を挙げた。普段はサイドバックを務めることが多い
が、この日は一列前に入り、「ゴール前で仕掛ける意識が生まれ
た。前で潰れ役になってくれる選手がいて、スペースが空くと思っ
て狙っていた」と笑顔を見せた。
　その後は追加点こそ奪えなかったが、危なげない試合運びを
披露。失点は87分に澤上に直接ＦＫを決められた１点だけ。最後
まで流れの中では崩されなかった。今季から就任した長山一也
監督も「大舞台で練習通りのプレーを出せた。（インカレ王者を
破って）自信になる」。これまで個々の能力の高さを、なかなか
チーム力に昇華させられずにいたが、大きな手応えをつかんだ。

Reported by 滝口憲洋（読売新聞運動部）

Reported by 滝口憲洋（読売新聞運動部）

専修大学（関東１） vs 鹿屋体育大学（九州２）

2‐0

0‐1

２０１４年８月１１日（月）　１５:３１キックオフ

会場/ヤン マースタジアム長居　天候/晴　入場者数/６７１人

法政大学 2 1 大阪体育大学

３６分　星雄次

（柳沢拓希・山田将之）

３７分　星雄次（山田将之）

得点

（アシスト）
８７分　澤上竜二

3‐1

1‐0
専修大学 4 1 鹿屋体育大学

２０１４年８月11日（月）　１８:００キックオフ

会場/ヤン マースタジアム長居　天候/晴　入場者数/４８４人

３０分　東大樹（小口大貴）

４１分　萩間大樹

（中島健太・仲川輝人）

４３分　仲川輝人（前澤甲気）

９０+２分　私市一樹

（仲川輝人）

得点

（アシスト）
８分　小谷健吾（福田晃斗）



駒澤大学（関東２） vs 阪南大学（関西４）

　１回戦で７点を決めた阪南大が、中２日の試合でも破壊力を見
せつけた。先手を取ったのは駒澤大。10分、右サイドを抜けたＭ
Ｆ７、平野篤志（３年）が逆サイドへ狙い澄ましたシュートを流し込
んだ。だが、23分、ハンドで得たＰＫを阪南大のＦＷ９、外山凌（２
年）が豪快に決めて試合を振り出しに戻すと、ここからは決定力
の差が勝負を分けた。特に存在感を見せたのは２得点を決めた
ＦＷ13、河田篤秀（４年）。31分の勝ち越しゴールは芸術的だっ
た。速攻から左サイドでボールを持つと、巧みなフェイントでＤＦ
の間合いを外し、ＧＫの頭上を通して逆サイドのネットを揺らす
ループシュート。77分にも、途中出場のＭＦ37、山口一真（１年）
のクロスを流し込んだ。須佐徹太郎監督から「ディエゴコスタ（ス
ペイン）とスアレス（ウルグアイ）の長所を合わせてゴールを狙
え。ただし、噛みつくなら俺の肩にしろ」とアドバイスを受けている
というストライカーはこれで２試合３得点。「勝ち越しゴールは完
璧。３点目はアシストした（山口）一真の崩しが素晴らしかった。
他の絶好機を外さなければ、ハットトリックだったのに……」と河
田。守備陣への不安を補って余りある好調ぶりだ。

Reported by 風間徹也（読売新聞運動部）

Match Review Result　＆ Report

流通経済大学（関東５） vs 福岡大学（九州１）

　昨年の準決勝に続く２年連続の顔合わせ。前回は１-１で延長
でも決着がつかず、流通経済大がＰＫの末に福岡大を下した
が、今年も実力伯仲の熱戦となった。均衡を破ったのは流通経
済大。32分、ショートコーナーからＭＦ９、中村慶太（３年）が放っ
たゴール左へ強烈なシュートはＧＫにはじかれたが、そこにＤＦ
３、田上大地（３年）が詰めてゴールネットを揺らした。ＦＷでも実
績を残してきた田上は「狙っていた。僕らは前半を０-０で終える
ことを常に目標にしているが、先に１点取れたのは良かった」と
納得顔。２連覇へ向けて好スタートを切り、流通経済大の中野雄
二監督は「球際の強さ、運動量、攻守の切り替えで上回ったか
ら、うちが平均して１本多く相手よりパスをつなげた。今年は去年
よりもはるかに強い」と好敵手を下し、自信を深めた様子だ。一
方、福岡大は１87cmのＦＷ９、山﨑凌吾（４年）ら長身選手を生か
した得意のパワープレーが不発。７月の天皇杯で退場処分を受
けたＤＦ４、大武峻（４年）が、規定でこの試合が出場停止だった
のも痛手となった。オフサイドを巡る微妙な判定も不利に働くなど
運にも見放され、乾真寛監督は「大武の不在は２、３人分のマイ
ナスだった」と沈痛な表情で声を絞り出した。

Reported by 風間徹也（読売新聞運動部）

1‐0

0‐0

得点

（アシスト）

２０１４年８月11日（月）　１５:３３キックオフ

会場/ヤン マーフィールド長居　天候/晴　入場者数/６１０人

流通経済大学 1 0 福岡大学

３２分　田上大地（中村慶太）

1‐2

0‐1

２０１４年８月11日（月）　１８:００キックオフ

会場/ヤン マーフィールド長居　天候/晴　入場者数/４８０人

駒澤大学 1 3 阪南大学

得点

（アシスト）
１０分　平野篤志（斎藤純平）

２３分　外山凌

３１分　河田篤秀（成田恭輔）

７７分　河田篤秀（山口一真）



新潟経営大学（北信越） vs 愛知学院大学（東海１）

　試合後に新潟経営大の杉山学監督が「あと２歩から３歩も足り
ない試合になった」と振り返ったように、愛知学院大が終始ペー
スを握る展開となった。１１分、愛知学院大ＭＦ14、水谷侑暉(３
年)がドリブルで相手ディフェンス陣を翻弄し、ペナルティエリア内
で右足を振りぬき先制点を奪う。４１分には相手陣地でパスを回
し、最後はＭＦ8、真柄俊作(２年)が決め、前半を２点差で折り返
した。後半に入っても愛知学院大の勢いは止まらない。５３分に
ＦＷ9、知念慶(２年)がロングボールに抜け出し、ゴールキーパー
の位置を確かめ、狙いすましてシュート。これがゴール右隅に決
まり、３点目となった。新潟経営大は５９分にＰＫで１点を返すも
のの、６６分に愛知学院大が４点目を決め、すぐさま突き放す。７
３分に新潟経営大のＦＷ10、中村太一(４年)がこの日２点目を奪
い、２点差まで縮めるが万事休す。アディショナルタイムにＰＫで
追加点を許し、５－２で試合を終えた。愛知学院大の境田雅章監
督は「見ている方々が楽しめる、いい試合を見せることができた
と思います。選手たちにはのびのびとプレーしなさいと言ってき
ましたが、そこはしっかりと果たしてくれたと思います」と語った。
今後の試合に向けて弾みがつく一戦になった。

Reported by 澤田ゆうき（サッカーなう）

Match Review Result　＆ Report

国士舘大学（関東３） vs 関西大学（関西３）

　関西大は準々決勝に駒を進めるも、課題の多い試合結果と
なった。１７分に国士舘大のＧＫ1、小澤章人(４年)が自らのミスで
ピンチを招き、関西大のＦＷ17、原口拓人(４年)をペナルティエリ
ア内で倒し、一発退場を命じられる。このＰＫを小澤に代わって
入ったＧＫ21、久保田晃次(４年)が好セーブ。その後お互いに
チャンスを作るものの、得点には至らず前半はスコアレスで折り
返す。８２分、ついに均衡が破られる。関西大は相手陣地でパス
を繋ぎ、最後は右からのクロスにＭＦ8、和田篤紀(４年)が合わせ
先制点を奪う。このまま試合終了かと思われた８８分、国士舘大
のＭＦ10、進藤誠司(４年)がペナルティエリア外からゴール右隅
を狙いシュートを放つ。コントロールされたボールが関西大ゴー
ルネットを揺らし、同点に追いつく。その後、両チーム共に勝ち越
し点を奪うことができずに、試合は延長戦へ。一進一退の攻防が
続くが、両チームの守備陣の奮闘もあり、ゴールには結びつかな
い。そして試合はＰＫ戦に進み、最後は関西大が試合を制した。
関西大の島岡健太監督は試合後、「もっと普段通りの自分のプ
レーを心掛けなければいけない。自分たちの甘さが見えた試合
になりました」と一戦を振り返った。

Reported by 澤田ゆうき（サッカーなう）

0‐0

1‐1

0 EXT 0

5 PK 6

８８分　進藤誠司（平松宗）
得点

（アシスト）

８２分　和田篤紀

（成田鷹晃・布施周士）

２０１４年８月11日（月）　１５:３０キックオフ

会場/J-GREEN堺・メイ ンフィールド　天候/晴　入場者数/４００人

国士舘大学 1 1 関西大学

0‐2

2‐3

得点

（アシスト）

１１分　水谷侑暉

４１分　真柄俊作（山下達哉）

５３分　知念慶

６６分　西中寿明（知念慶）

９０+３分　水谷侑暉

５９分　中村太一

７３分　中村太一

２０１４年８月11日（月）　１８:４０キックオフ

会場/J-GREEN堺・メイ ン フィールド　天候/晴　入場者数/２００人

新潟経営大学 2 5 愛知学院大学



Official　Goods

◎イヤホンジャック付ユニフォームストラップ

今年も株式会社P＆P浜松様のご協力で大会記念パネルや写真の購入が可能になります。
・インターネットでのご注文について
　ご注文は、キャビネ写真（127㎜×180㎜） 
・販売期間　2014年8月23日（土）～2014年10月31日（木）
　※8月23日より順次写真を公開予定
・ご購入方法
①検索サイトで「フォトストア P&P浜松」と検索
②ログインフォームにID「６０６９３」・パスワードに「０８０８」を入力
③画面表示される赤いセキュリティコード5文字を入力しログインをクリック

TICKET　お買い求めについて

チケットぴあにて販売中！ （準決勝より有料）

前売り 当日
大人 ¥800 ¥1,000

中高生 ¥300 ¥400

※試合会場でもお買い求めいただけます。  お買い求めは入場ゲート横物販コーナーにて。

（Pコード　683-530）

第38回 総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント グッズ販売！

◎記念タオル

販売価格　700円

◎公式プログラム
イヤホンジャック無 イヤホンジャックあり
販売価格　500円 販売価格　700円 販売価格　1000円

販売は各会場入場ゲートにて。
ご来場の記念にぜひお買い求めください！

大会記念写真購入のお知らせ

 【お申込み】

 ◎会員特典

 ①　関西学連主催・主管大会の入場無料。

 ②　関西学連主催・主管大会のプログラム・チケットの送付。  〒541-0059　大阪市中央区博労町1-4-10　博労町エステートビル601

 ③　ファンクラブニュース、年10回程度発行。  関西学生サッカー連盟　「ファンクラブ入会」係　まで

下記の宛先に顔写真（２×３cm）2枚と年会費(4000円）、「氏名・住所・電話番号・

生年月日・年齢・職業・応援している大学・選手 」をご記入の用紙を同封し、現金書

留にてお申込み下さい。

関西学生サッカーファンクラブのご案内

関西学生サッ カーを盛り上げるため、選手たちを熱くサポートしよう！


